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  しかし、実際には 30 億個の塩基対配列を決定するのに手作業では問題にならず、それに見合う
技術開発が不可欠である。現在、米・英・日の先進国を中心にシークエンサーという自動分析機が
使用されている。この機械を用いれば、500 個ずつのＤＮＡ断片を１度に 48 サンプル処理するこ
とができる。Ａ、Ｃ、Ｇ、Ｔの塩基はそれぞれ波長が異なるので蛍光処理すると互いに区別される
が、シークエンサーはこうした区別を自動的に行い、数時間で400から500塩基、１日で１万塩基
を解析できる。サンガーが 20年前に 5386文字のΦＸ 174ウィルスの全塩基配列を決定するのに
３年の歳月をかけたのと比べると飛躍的な進歩である。それでも３年ほど前（1995年）までゲノム
計画は華やかな謳い文句とは裏腹に当初の見込みをはるかに下回って推移してきた。ここにきて技
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